
NPO法人食の絆を育む会
（教育旅行）

十勝総合振興局



【十勝の概要】
①自然環境
○ 十勝地域は、北海道の南東部に位置し、西側と北側に日高山脈と、東大雪に、東側は白糠丘陵に囲まれ、南側は太平洋に面している。

気候は太平洋岸を除き大陸性気候であり、年間を通じて、全国的にも有数の日照時間に恵まれ、年間降水量も少なくなっている。

②人口
十勝地域の総人口は、340,088人（2019年）で全道人口の6.4％を占める。

③主な産業
農業、林業、漁業などの一次産業が盛んで、特に農業については、北海道の耕地面積（平成２９年）の２２．２％を十勝が占め、

北海道農業の中心的な地域となっています。
また、就業人口の産業別構成比では、全道と比較して特に農業従事者が多く第１次産業の割合が約２倍と高い一方、第３次産業

の割合は低くなっています。

④イベント等
ばんえい競馬、おびひろ氷まつり、フードバレー十勝マラソン、全日本ママチャリ耐久レース、バルーンフェスティバル、秋のワイン祭り等

【協議会の特徴・理念】
ＮＰＯ法人食の絆を育む会は、農村ホームステイという「家族のようなつながり」を通して、都市部で暮らす高校生と農山漁村で暮らす人々との「つながり」を作

ることが目的の組織です。
高校生にとっては、都会では味わえないかけがえのない体験に。そして、十勝の受入家庭にとっては、改めて地域の良さを再認識する機会となっています。

【協議会の概要】
①設立年 2012年4月6日

②構成員・代表者（又は団体）
理事長：近江 正隆 役員：理事5名、監事3名
団体会員：15団体 賛助会員：企業団体20団体、個人会員36名

③協議会設立の経緯（きっかけ）
・平成２２年に「（株）ノースプロダクション」が企画し農村ホームステイを浦幌町で実施
・農村ホームステイの需要が増える中、１町単位での受入が間に合わなくなってきたことから、十勝管内
一円での受入が必要という意見があり、平成２３年に十勝総合振興局が実施した「十勝教育旅行受入シス
テム実証事業」をきっかけに、管内一円の窓口として「ＮＰＯ法人食の絆を育む会」が設立された。

④活動内容
○都道府県（主に関西方面）高校生の修学旅行受入 ○修学旅行受入に伴う事前・事後学習の実施
○農村ホームステイ受入農家及びホームステイ経験者の交流事業 ○農村ホームステイ事業の情報発信
○学校教諭向け農村ホームステイ事業

⑤現在の課題
○ホームステイ受入農家の維持 ○新規受入農家の確保 ○コロナ禍での、教育旅行受入方法の検討



【連絡先】
ＮＰＯ法人食の絆を育む会 北海道十勝郡浦幌町字宝町53－26
ＴＥＬ：０１５－５７８－７９５５ ＦＡＸ：０１５－５７８－７９５６

【教育旅行受入実績】

【特徴的な取組】
（１）事前学習：体験前に受入予定校に出向き、事前説明会を実施。説明会では、十勝に関する照会や農村ホームステイの流れを紹介し、また、高校生の質

問にも答え、ホームステイとはどういうものなのか、イメージをつかんでもらうサポートをしている。

（２）農村ホームステイ：北海道十勝の農林漁家宅で、１泊２日のありのままの農山漁村生活を体験してもらう。受入先では、農林漁業の仕事の手伝い以外
にも、受け入れ先の家族とともに食卓を囲むなど、寝食をともにすることで、温かい家族とのふれあいから、新たな「つながり」
が芽生えます。

（３）事後学習：農村ホームステイの振り返りを軸としたプログラムを学校の先生と一緒に考えて作っています。内容は、家庭か実習を通しての「食育」や
「キャリア教育」への応用が主流を占めいています。

（４）事後交流：「また十勝に行って受入家庭の方と再会したい！」「十勝で暮らしたい！仕事がしたい！」という方の『十勝に来たい！』という高校生や
大学生の想いをサポート。これまでに十勝で農村ホームステイを体験された方を対象に、受入家庭を再訪する「事後交流インターン事業」を実施。

【農村ホームステイの感想】
・農家さんがいてくれるありがたさを感じた、十勝は「行く場所」ではなく「帰る場所」になりました。（体験者）
・幼少期から「知らない人には話かけちゃダメ」と言われて育ってきた僕たちが、農家さんたちと一緒の時間を過ご
すことで、信頼してもいいんだと感じられる瞬間がホームステイの良さ。（体験者）
・ファームステイを経験して、新しい進路を知ることができた。（体験者）
・孫が増える。都会に帰ってからお手紙をいただく事がとてもうれしい（受入農家）
・農林水産業、田舎の良さや大切さをお互いに発見できる貴重な機会（受入協議会事務局）

年度 受入人数 受入高校数 備 考
H29 2,604 9 受入時期 ５月～10月
H30 2,134 8 受入時期 ５月～10月
R1(H31) 2,285 8 受入時期 ５月～10月
R2 － －コロナの影響で受入中止
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